
4.　「もしバナ体験」の感想をお聞かせください。

・ 最期の時、今の自分は何が重要か考えることができた。

・ 家族でしてみたい。

・
Aをつける自分が大事だと思う項目はペアで似かよっていたが、そのあと５つにしぼる項目が個々で
違っていて面白かったです。どのような事を自分事として考えることが第一歩だなと感じました。

・ 自分自身があまり先のことについて考えていない事がよくわかった。

・ 何を大切にしたいか気づきになりました。

・ 自分の考えの振り返りになり、周囲の人と話す良いきっかけになると思った。

・
自分がもし…と考えると、いくつも浮かび、客観的にとらえる事がなかなか難しいと感じた。改め
て、自分の最期をみつめる事の大切さに気付けました。

・
自分自身に甘いなぁ…と思った。みんな自分が一番大事で、クライエントもそうだと思う。その人が
何を一番大事にしているのか知ることがとても大切かと思う。

・
すごくいい体験をさせていただきました。もしもから色々と考えました。これを考えることから、自
分が大切にしているもの「価値感」を改めて理解できたと思いました。これは、支援する者としても
必要なものと思いました。

・
深く考えずに答えていた自分がいた。思いがかわる見つめる時間が必要と思った。支援者として、一
緒になり、話していきたいと思います。

・
いざ考えてみると、日ごろあまり考えていないと気づきました。その時々で気持ちも変わり、次回
行ったら違う考えになっているかもしれないと思いました。

・ もしバナ体験で自分と向き合う事が今後につながると感じました。

・
気にはなりながらも、漠然としか考えておりませんでした。お話伺ってとても感銘を受けました。少
しずつできることから取り組んでまいります。ありがとうございました。今後とも宜しくお願い致し
ます。

・ カードのプリントアウトができて、参加できたら良かったのですが。

・ 概要はわかったが、オンラインでは内容がつかみづらかった。

・ オンライン参加は資料が少なくわからなかった。

・ ワークになったときに、オンライン参加側にとっては、どうしていいか分からない状況になった。

・
自分のこととして考えたら人と違うことを受け止めやすく、自分の気持ちや、大切に思うことにも気
づけ、とてもよい機会を頂いたと感じました。ありがとうございました。

・
人生の最期にどうありたいか、今までしっかりと考える機会がありませんでしたが、死を迎えるとき
に自分はどうしたいのか、家族とどう向き合うかなどいろいろと考えるよい機会になりました。

・ 個人的にも、職場においても、いい気づきとなった。情報の共有(ＡＣＰの取り組みができれば)

・ 希望は時間経過とともに変わっていく可能性があるなと感じました。

・
自分の死生観を理解できた。ACPを行うきっかけとしてデイルームなどに配置しても良いかもと思っ
た。

・ オンラインではうまく体験できませんでした。

・
喘息があるので、呼吸は最優先であることを思いました。また、自分にとって、家族が頂点であるこ
とが認識できました。

・ 自分の意思が反映されなくても、終末の決定は自分自身で意思を伝えておきたいと思いました。

・
人生の最期を、真剣に考えるいい機会となった。また、一方で今を真剣に生きることも考えさせられ
ました。

・
何が自分にとって重要なのかという事がわかった。自分の考え方、死生観について具体的に表現する
ことができてとてもよかった。

・
自分に置き換えるとなかなか難しい選択である。利用者の本音を導きだす声かけ等、テクニックが必
要であると感じた。

・
今まで考えたことはなかったが、"人生の最期にどう在りたいか"をもうそろそろ考えて、家族に伝え
ていかないといけない時期にきてるなと思った。

・ 体験できて自分のことを学べた。

・ 自分の意思確認にも家族にも伝える手段としても良いツールだと思った。

オンライン参加



5.　本日の研修内容について、ご意見等があればお聞かせください。

・
ACPの必要性や、それを確認するタイミング等日々悩むことが多いです。その時の状況で本人や家族の
想いや考えも変わるので、その都度本人や家族の思いに沿って対応していけたらと思いました。

・ためになる楽しい研修でした。

・
2人の講師の話はとてもわかりやすく理解できた。高齢者におけるエンドオブライフケアで講義を行っ
ているが、臨床の場で実際に行われている内容をきくことができた。学生が実習に行った際に情報と
して共有できるよう指導していきたい。

・
分からない専門用語が多かったですが、初めて聞く内容で、とても興味深かったです。オンラインで
の研修は、準備等大変だったと思います。ありがとうございました。

・コロナ感染症が増える中で、よく研修を開催したと思います。ご苦労様でした。

・ケアマネとして、ご本人の人生について話ができるようにしていきたいです。

・
その場面、場面でACPを行う必要性がよくわかりました。最期まで自分らしく生きる為には、みんなで
話し合うことで、思いを理解し、その人や自分が思う最期がむかえられる事がよく理解できました。

・
院内においてもただ治療するしないではなくて、どう自分らしく生きるのか？そういった気持ちを
ワーカーも持って向き合わないといけないと更に感じました。また、Ｎｓも皆も同じだと思いまし
た。

・
ACPについてケアをすすめていく上で大切なものだと再認識できました。薬局でもすべての患者様とこ
のような内容を話せる関係性をつくれたらと思いました。

・
いずれも、とても分かりやすい内容でした。キャンサーボードは、Face  to  face？どのような方法
か、分かりにくかった。

・
研修会が再開できて良かったです。以前のようにグループワーク等ができる環境に早くなればと感じ
ました。

・久しぶりの研修で、良かったです。

・大変勉強になりました。在宅をしている薬剤師とも共有してほしい。

・
退院後のＡＣＰの意向の伝達や引継ぎが不足していることもあるようです。みなさんに多く広まると
いいなと思います。

6.　今後、開催して欲しい研修などがあればお聞かせください。

・がんの治療法について

・
医師との連携で訪問診療をされている医師は理解してくださるのですが、通常の診療のみで在宅理解
の薄い医師へのかかわり方(無理かもしれませんが)

・地域連携に関して

・在宅でのACPの状況など知りたい。

・僧侶や牧師などの宗教家の話を聞いてみたい。

・日常業務ではなかなか体験することがない内容にとくに興味があります。

・障害について。障害➜介護になった例等。


